
希望が丘中学校 PTA とは… 

 

PTA とは… 

子どもたちの学校生活をサポートする団体です 

P(parent：保護者) T(teacher:教師) A(association:団体) 

 ➡保護者と教師が協力しながら子どもたちの学校生活をサポートする団体です 

 

 

希中 PTA の組織は… 

PTA 本部役員➡会長 1 名、副会長２もしくは３名、書記 2 名、会計 2 名 

（＋教職員より書記・会計 1 名ずつ） 

専門委員会➡学年委員会（各学年 8 名ずつ）、広報委員会（各学年 5 名ずつ）、 

推薦委員会（各学年 3 名ずつ） 

会計監査➡2 名 

 

希中 PTA 本部はこんなことをしています… 

・行事等の手伝い 

・各委員会の運営サポート 

・制服等のリサイクル販売 

・横断幕や公費では賄えない学校に必要なものの購入サポート 

（卒業式のコサージュ、卒業証書ホルダー、卒業記念品等） 

・保護者からの声を学校へ届ける 

 

希中 PTA 本部の各部署の仕事は… 

【会長】…PTA の代表として、地域や市・区 PTA 連絡協議会等の会合への出席、 

行事でのあいさつ等、学校側との調整 

 【副会長】…会議の司会進行、行事などの計画、希中ブロック会議への参加（外副） 

       LINE 等を用いて各委員との連絡（内副） 

希望が丘東地区社会福祉協議会への出席（地域担当） 

【書記】…運営委員会や役員会のレジュメや議事録やその他印刷物の作成、印刷 

【会計】…備品の購入や各種振り込み 

       

各委員会の仕事は… 

【学年委員会】…学校サポーターとしての活動。都合のつく範囲で、制服等リサイクル 

販売の手伝い、各種行事の手伝い、保健大会などへの出席（希望者） 

        卒業式準備（3 学年委員） 

【広報委員会】…広報誌春号（職員紹介）と冬号（地域配布）の作成 

【推薦委員会】…次年度 PTA 本部役員および会計監査の推薦活動 

 

  



 

 

 

 

 

近年では、共働き世帯も多く、PTA の役員や委員を引き受けることが難しい家庭が増えています。ま

た、インターネット等では「PTA は不要だ」等の記事も多く見受けられますが、PTA は廃止しても、

子どもたちをサポートするための別組織を新たに作っているところも多くあります。やはり子どもたち

のための PTA という組織は必要であると考えます。 

「小学校は 6 年間あるからどこかで委員をやらないといけないかもしれないけれど、中学校は 3 年間

しかないし、人数も多いから役員・委員はきっとやらなくて済むよね」と考え、積極的に PTA に協力

しようとは思わないという方も多いと思いますが、やはり役員・委員を引き受けていただく方は必要に

なります。 

そこで、希中 PTA は、スリム化を目指し、「一人ひとりがなるべく負担の少ない PTA に。みんなが

できることを少しずつ、多くの手で支えあって維持していこう」と考え、本部役員や各専門委員に選ば

れた皆さんの負担を減らすべく、次のように変化しつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できるだけ希望に沿えるようにしています。令和

5 年度より、立候補でない方にも希望する委員会

を記入できるようになりました。 

積極的にやろうとは思わないけ

れど、でもやるならせめて希望

する委員会にしてほしい 

広報委員会の負担が

大きい 

負担は軽減されつつあります。コロナ前は年 3 回の発行、

コロナ禍より年 2 回の発行に。令和 6 年度より年 2 回の発

行のうち、春号は教職員紹介として校内での配布のみに、

地域にも配布する従来のような広報誌は冬号の 1 回となり

ます。また、近年では、文章の作成を発行業者に一部依頼

しています。 

 

 

校外委員会の選出

がとても大変だ 

新年度より校外委員会は廃止されます。令和５年度までは地

区ごとに校外委員を選出していましたが、選出が非常に難航

する地区も少なくありませんでした。また、コロナ禍を経て、

校外委員会の担ってきた「広報誌の配布」や「祭礼時のパトロ

ール」、「地区懇談会の開催」等についても見直し、学校との協

力により校外委員会がなくてもPTA活動が維持できる見通し

が立ったため、令和 6 年度より校外委員会は廃止することが

決まりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お仕事の関係などで、学校での会議に参加できなくても、LINE 等で情報を共有することで活動に参

加されてきた方もいますので、ぜひ、できる形でご協力ください。それでもやはり協力が難しい方は、

ご相談ください。役員・委員活動は強制ではありません。「できる方ができることを」を合言葉に皆さん

で支えあっていきましょう。 

PTA 会議室の予約を取るためにわざわざ

学校に行かなければならないのが面倒だ 

来校の必要がなくなりました。アプリ

「タイムツリー」を活用して学校外から

でも予約が可能です。 

 

 

上の子の時に委員をやった

のに、下の子でも委員にな

る可能性があるなんて… 

本部役員・委員長には特例があります。平成 29 年度より、

PTA 本部役員を経験された方は下のお子さんの役員・委

員を免除としています。新たに、令和 5 年度から、委員長

経験者も下のお子さんでの役員・委員を免除としていま

す。 

 

推薦委員会は、次年度役員の選出が難

航することが多く、精神的にも辛い… 

先生に協力していただけます。令和 6 年度か

らは、選出が難航した場合に学校側にも協力

をお願いする予定です。 

 

 

学年委員会の仕事

内容が多すぎる 

 

活動は平均年に１～２回です。令和 2 年度より推薦活動を専門

に行う推薦委員会を設置しました。また、令和 4 年度より福祉

募金や家庭教育学級の開催も廃止し、学校サポーターとしての

仕事のみになりました。 


